
●､

富３学ｋＦ苓楽科齢ｗ１Ｂ鄭緊

鱒糯聡(麹
趣オオをせつを歌おう

２目標

ｏ日本で.苓がけ歌い雑が､木Ｔｓに職に間Iい､をもち､辿人z､WKoa濃ﾖ且をしようとしていろ．

Ｏ日本の,Sしり特ﾉ１敗や某しさを窟じWスリ、曲褐し二台7二表汎をエ犬することができる．

ｏ；鋳や発声のｨ土方に気右つけて､曲に合うた自然で．鰈邇のない歌声z､･雛うことbwて゛きる．

３指導観

Ｏ本題ｵｵは、日本で昔がS歌い継がれてきた歌に闇,ｔ`をＬ;､W7の備粍囲い簿か､ﾍﾞ､な（、歌い方を工夫
するととt,(こ､曲ﾄﾆ合,ﾌﾞﾆ自然で．無]w・ない声念．歌う二とをねらいこして諏更し）こしので．ある．

バキ学年は､ＩＵ身の淀透が落し<､自己舞几の鴛欲も高寸,でくる'奇期であ5.ｵﾌﾞﾆ､この，ｻﾞ期は自分の風､いに
今’た表ﾌﾞﾘLができるエうしこ、歌｡8の解の発声や尭著のｲｺﾞｶ直さ金ざ主な蝶｡b力､s感じ】頁リ、中農に)Ｔがしｚ
ｗ<ごヒボ､大切に麻､Tくそ．

そこで：日本のふしの褐'1枚を嵐じIioリ､曲(ご合った烹奏ができ５エラにﾌﾞヱﾌﾞこめ'二．淀声や莞脊、音色(こつぃで
工夫しながら歌｡&す５巌習;も妨爺R稔Lに。

ここで．Hﾇﾘ11Hう散ネオ『うさぎ〕は､歌詞の内零がチピしにﾋﾟﾌﾏ分か､ﾘやすく、白'ｶﾞの囲いＥ糸'凡Lやす､]曲zi．ある.
き↑ご日本のふしの精'|枚や災しさを)『ＩＳＵｶﾞｽ5ととい二､日本のふしにＩＨれ和しむことのできる曲ざお5。
このよう7J､学覗せり了う二としま．日本zi苓孵歌い継が･れﾏｷ↑ご剛又(二Ｍ,叫右Lち､曲に合,仁鍋,凡もｲI了い紗Uw6、

辮猷ｿ操しｉｃ１いｲ､舵脊てていくうえて嶺壌深(,．
○子ピ．Cはこれオハこ、２年膚の悪ﾈｵ『よう寸這おいうかべて」で､歌詞の糸寸,)$紫ヤ擬祷ら庖楓ｲ際し、属い上もう

て歌う；もｵｶＥＩＴ,zき↑こ・歌洞の内落や曲縄(Ｚ合うた歌､､ｶｾｴ大して歌うことば､これか$の学覗にｴるこご弓が次さい。
本学級の子どt,(よ､脊樂の学習に綴ｷ逸的に胴ﾉ組む蓮が，？〈凡I;ｍろ.声の出し方や芳色に興味置くしちく

さ派ぃな声を出そうとする子上"（し）Wえてきた｡また､軌の合て月の鍬で歌うr5面では､芳程を正しくヒソなｻﾞら
探し<歌おうとする婆縣L貝ｳ机5.嘩習の道め方において$戒､犬迩と1脇力しな｡〈場､自分の風いて表すための濫
令いう舌ｳｳ!ご縦極ｐ７に堺力｡する子どしが汐くな,了きている上がし､帯妹ｦRjo巻かこぐ美しさに尻づき､帝色
や曲總表夜叉↓二厭乏つけながら糸ｧ畦；粟のでいく力は十分身､ﾆｨ寸いていると`どちし,麺ぃ。

Ｏそこで:本題ﾈｵolg等にお｢ごうてば､di7o様子や雰函長で属UVｽﾞｿ､日本のふしの崎1畝や美しさてじうぐソ・未
わぃなが５，曲に合,に表了見ビエ夫で．さるエフにし/こい｡また､自分たちの玄の塘I|枚遺箙さ今い、業しい音色
について魔Ｕ耳又ﾘﾌﾞFがら、自然で驫超のない歌ｐ５羨喪且⑰定率JヒラＩこしﾌﾞこい。
まず(導八てぱ、翔見の経験今十五夜にﾌ`,7羅zいるここを祷糸し、１lbのｲﾊﾞｰｼﾞが】ｾﾞｼｳﾞt､ようにする
ことで（孑どL・興味.閑（て為めろミヒウぐささ患ようにす：．まグー艇｡８０旅3,ｎ本古t鼠独崎のふしで嵐c取るニ
ヒがiていざ§よう'こするここで１曲に令爾化歌い方で工夫す３という題材。ね'ﾗﾚ,をつかむようIこする。

’iLiw1z･↓土､歌詞で期:；Eし､歌t可の内蒋で老えながぢ歌詞｡gをす；ここで"､曲｡ﾉﾄ瀞に会,た歌いカビ工夫す
ることが?､きそようにすぎ､主丁二、ﾉﾄ瀞に合､Tご歌・蓮さて工夫し↑ご'ﾉ前牛小飾、ｶﾞﾑ斗小ｉｎ;て､,左互に歌,)こりする

とこずく曲の橘最で目い浮かべ7ざが；､系楕警がに歌うことが了調ようにする。

談こめ制±溌表会ﾋﾞﾘﾃい､互いの療霧を箙老合うことで:互い｡条規の工夫の週いやおtルヲ才赫おい注ｲｵ０７
続楽詣汎への滝,欲が．禍を５ようにする。

＋敬材

Ｏ｢うさぎ｣ （ロ本古講）４分のｚ１ｈ７ハ名鯛

５指導計画

（１）紘材曲直噸`,で、「白水のふしｇｏ未杓,で」のう溌ウヘの円いでふくI;まぜ、悪狩りめあ7Fフバ､.－|Ⅲ，H1(縞）
（2ノ曲の傭擬を円い;ザウーベ'五がら､歌､'方下工夫し､涛糸沓ﾓｲｺﾞﾗﾆとで'し直川のji価ji,｡よ…衿う.－１，４門
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